
北海道告示第11678号

北海道が令和７年度において補助金等を交付する事務又は事業、補助対象経費、補助率等を次のとおり定める。

令和７年11月19日

北海道知事 鈴木 直道

（保健福祉部所管分 その31）

補助金等を交付する事 交付申請書に添 実績報告書に添 交付申請書の提 補助金等の交

務又は事業の名称及び 補 助 対 象 者 補 助 対 象 経 費 補 助 率 等 付すべき関係書 付すべき関係書 出部数、提出期 付に関する権 摘 要

その目的又は趣旨 類 類 限及び提出先 限の委任

１ 障がい者用介護ロボッ 北海道知事が適 ３／４以内 保福第１の２号様式 保福第１の２号様式 提出部数 １部

ト等及びICT導入支援事業 当と認めた社会福 保福第１の16号様式 保福第１の30号様式 提出期限 別に指示す

費補助金 祉法人、公益社団 (寄附金その他 保福第１の18号様式 保福第１の31号様式 る日

介護業務の負担軽減及 法人、公益財団法 の収入金がある 保福第１の20号様式 別に指示する様式 提 出 先 保健福祉部

び効率化を図り、働きや 人、特定非営利活 ときは、補助金 保福第１の32号様式 福祉局障が

すい職場環境及び安全・ 動法人及び営利法 等の額の算定に 別に指示する様式 い者保健福

安心な障害福祉サービス 人等 当たり、当該寄 祉課

の提供等を推進するため、 附金その他の収

予算の範囲内で補助する。 入金の控除等を

行う。)

(1) 介護ロボット等の導 障害者支援施設 介護ロボット等の導入支援の実施

入支援 事業者、共同生活 に必要な備品購入費（介護ロボット

援助事業者、居宅 等の購入費用に限る。）、使用料及

介護事業者、重度 び賃借料（介護ロボット等の使用に

訪問介護事業者、 要する費用に限る。）、役務費（介

短期入所事業者、 護ロボット等の初期設定に要する費

重度障害者等包括 用に限る。）

支援事業者、障害

児入所施設事業者

(2) ICTの導入支援 ア ICT機器の導 ICTの導入支援の実施に必要な工

入支援 事費、報償費、旅費、需用費、役務

障害福祉サー 費、委託料、使用料及び賃借料、備

ビス事業者、障 品購入費

害者支援施設事



業者、一般相談

支援事業者、特

定相談支援事業

者

イ AIカメラ等の

導入支援

アのうち、訪

問系サービス事

業者、就労定着

支援事業者、一

般相談支援事業

者及び特定相談

支援事業者を除

いた事業者

(3) 介護テクノロジーの ア 介護テクノロ 介護ロボット等の導入支援の実施

パッケージ型導入支援 ジーのパッケー に必要な備品購入費（介護ロボット

ジ型の導入 等の購入費用に限る。）、使用料及

障害者支援施 び賃借料（介護ロボット等の使用に

設事業者、共同 要する費用に限る。）、役務費（介

生活援助事業 護ロボット等の初期設定に要する費

者、居宅介護事 用に限る。）

業者、重度訪問

介護事業者、短 ICTの導入支援の実施に必要な工

期入所事業者、 事費、報償費、旅費、需用費、役務

重度障害者等包 費、委託料、使用料及び賃借料、備

括支援事業者 品購入費

イ 見守り機器及 見守り機器及び見守り機器の導入

び見守り機器の に伴う通信環境整備に必要な工事

導入に伴う通信 費、報償費、旅費、需用費、役務費、

環境整備 委託料、使用料及び賃借料、備品購

障害者支援施 入費

設事業者及び共

同生活援助事業

者



２ 令和７年度協定締結医 法第36条の３第 発熱外来に係る協定締結医療機関 10分の10以内 保福１の２号様式 保福１の２号様式 提出部数 １部

療機関等体制整備事業 １項に規定する医 として必要なHEPAフィルター付き空 保福第１の16号様式 保福第１の30号様式 提出期限 別に指示す

感染症の予防及び感染 療措置協定におい 気清浄機(陰圧対応可能なものに限 （寄附金その他 保福第１の18号様式 保福第１の31号様式 る日

症の患者に対する医療に て、流行初期期間 る)の購入費 の収入金がある 保福第１の20号様式 保福第33号様式 提 出 先 保健福祉部

関する法律（平成10 年法 に発熱外来の内容 ときは、補助金 保福第１の32号様式 別に指示する様式 感染症対策

律第114号、以下「法」と を含む協定を締結 等の額の算定に （申請者が市町村で 局感染症対

いう。）第36条の３第１ する病院の開設者 当たり、当該寄 ある場合を除く。） 対策課

項に規定する医療措置協 付金その他の収 別に指示する様式

定を締結する病院におい 入金の控除等を

て、開設者が行う協定締 行う。）

結医療機関の感染症対策

の充実等を図ることをす

ることを目的として、予

算の範囲内において補助

する。


